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研
究
は
、
秋
田
藩
を
事
例
に
幕
藩
領
主
層
が
生
物
資
源
と
し
て
の
「
森
林
資
源
」
を
ど
の
よ
う
に
保
護
・
育
成
し
た
の
か
を
検
討
し
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
林
政
」
の
特
質
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
森
林
資
源
を
立
木
に
限
定
し
、
こ
の
森
林
資
源
利
用
を
め
ぐ
る
政
治
を
林
政
と
定
義
し
た
。
序
章
で
は
、
先
行
研
究
の
課
題
と
分
析
方
法
を
提
示
し
た
。
従
来
、
建
築
用
材
需
要
の
激
増
な
ど
で
一
七
世
紀
後
半
以
降
に
は
森
林
資
源
が
減
少
し
、
そ
の
保
護
・
育
成
と
持
続
的
利
用
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
後
期
～
一
九
世
紀
中
期
に
、
森
林
資
源
が
い
か
に
持
続
的
に
利
用
さ
れ
た
の
か
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
当
該
時
期
の
林
政
史
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
近
代
林
政
の
前
提
解
明
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
当
該
時
期
の
秋
田
藩
林
政
改
革
を
、
①
林
政
の
論
理
、
②
森
林
資
源
の
保
護
・
育
成
技
術
、
③
林
政
機
構
や
人
材
に
着
目
し
て
分
析
し
た
。
な
お
、
明
治
初
年
に
は
同
藩
藩
営
林
を
主
に
継
承
し
た
秋
田
県
所
在
の
官
林
が
、
青
森
・
長
野
・
岐
阜
各
県
所
在
の
官
林
と
と
も
に
、
い
ち
早
く
政
府
の
内
務
省
に
直
轄
化
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
は
、
一
八
世
紀
後
期
～
一
九
世
紀
中
期
に
同
藩
が
高
度
な
林
政
を
展
開
し
て
お
り
、
幕
末
維
新
期
に
全
国
で
も
良
質
・
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
該
時
期
の
同
藩
史
料
は
豊
富
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
秋
田
藩
を
事
例
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
第
一
～
三
章
は
、
同
藩
林
政
の
展
開
を
①
林
政
の
論
理
を
重
視
し
て
解
明
し
た
部
分
で
あ
る
。
第
一
章
「
一
七
～
一
八
世
紀
中
期
の
林
政
と
地
域
性
」
で
は
、
前
提
と
し
て
一
七
～
一
八
世
紀
中
期
の
林
政
を
整
理
し
た
。
一
七
世
紀
後
半
、
藩
は
山
林
区
分
や
役
人
を
整
備
し
て
森
林
資
源
を
保
護
し
た
。
さ
ら
に
、
宝
永
～
正
徳
期
( 一
七
〇
四
～
一
六
) に
は
植
林
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
森
林
資
源
の
積
極
的
な
育
成
が
開
始
さ
れ
た
が
、
植
林
は
進
展
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
暦
期
( 一
七
五
一
～
六
四
) に
な
る
と
、
藩
は
上
筋
( 藩
南
部
) と
銅
山
掛
山
に
お
け
る
森
林
資
源
の
減
少
を
受
け
、
林
政
の
再
編
を
画
策
し
た
。
当
該
時
期
に
は
、
山
林
は
水
源
涵
養
機
能
を
発
揮
す
る
「
田
畑
之
根
元
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宝
暦
期
に
は
「
番
山
繰
」
と
呼
ば
れ
た
輪
伐
計
画
も
普
及
し
た
。
こ
う
し
た
林
政
の
展
開
は
、
山
林
利
用
の
地
域
性
、
す
な
わ
ち
( ア
) 米
代
川
流
域
の
「
能
代
木
山
」、
( イ
) 阿
仁
川
流
域
の
「
銅
山
掛
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山
」、
( ウ
) 雄
物
川
流
域
の
山
林
( 水
源
涵
養
林
「
水
野
目
御
札
林
」
な
ど
) に
即
し
て
多
様
に
展
開
し
た
。
第
二
章
「
一
八
世
紀
後
期
の
藩
政
改
革
と
林
政
の
転
換
」
で
は
、
一
八
世
紀
後
期
の
林
政
を
検
討
し
た
。
宝
暦
～
天
明
期
( 一
七
五
一
～
八
九
) の
秋
田
藩
で
は
凶
作
が
相
次
ぎ
、
離
農
や
田
地
荒
廃
が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
該
時
期
に
は
主
に
( ア
) 運
上
徴
収
に
よ
る
町
人
杣
出
し
の
盛
行
と
、
( イ
) 久
保
田
城
普
請
用
材
の
杣
出
し
、
( ウ
) 百
姓
ら
に
よ
る
「
徒
」
の
頻
発
、
と
い
う
三
つ
の
要
因
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
減
少
が
さ
ら
に
進
行
し
た
。
そ
こ
で
、
藩
は
寛
政
期
( 一
七
八
九
～
一
八
〇
一
) に
な
る
と
、「
山
林
取
立
」
( 森
林
資
源
の
育
成
) を
「
産
物
取
立
」
( 諸
産
物
の
育
成
) と
と
も
に
推
進
し
、
そ
の
「
余
勢
」
で
村
方
の
相
続
を
援
助
し
て
田
地
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、「
産
物
取
立
」
が
比
較
的
短
期
間
で
「
余
勢
」
を
生
む
の
に
対
し
て
、「
山
林
取
立
」
は
少
な
く
と
も
数
十
年
と
い
う
長
期
間
を
経
過
し
な
け
れ
ば
、「
余
勢
」
を
獲
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
は
同
様
の
目
的
・
論
法
を
も
っ
て
「
山
林
取
立
」
と
「
産
物
取
立
」
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
が
、
両
者
に
は
質
の
相
違
が
あ
っ
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
同
七
年
に
郡
奉
行
が
新
規
任
命
さ
れ
る
と
、
同
一
一
年
に
か
け
て
領
内
林
政
の
ほ
と
ん
ど
が
郡
奉
行
の
支
配
下
へ
と
集
約
さ
れ
た
。
郡
奉
行
は
、
村
落
を
支
配
し
て
「
疾
苦
・
労
煩
」
を
取
り
除
き
、
百
姓
ら
を
教
導
す
る
こ
と
目
指
し
て
設
置
さ
れ
た
役
職
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
田
畑
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
は
「
田
畑
守
護
之
利
益
」
と
「
国
益
」
に
な
る
よ
う
、
漆
木
を
は
じ
め
と
す
る
諸
産
物
の
「
取
立
」
を
奨
励
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
郡
方
に
よ
る
林
政
は
( ア
) 杣
出
し
の
あ
り
方
、
( イ
) 「
春
農
御
助
成
」
と
し
て
の
藩
営
林
の
利
用
制
限
緩
和
、
( ウ
) 御
山
守
の
廃
止
に
よ
る
「
徒
」
の
頻
発
と
い
っ
た
点
で
問
題
と
な
り
、
結
果
と
し
て
森
林
資
源
を
減
少
さ
せ
た
。
第
三
章
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
林
政
改
革
の
展
開
と
特
質
」
で
は
、
続
く
一
九
世
紀
林
政
改
革
の
展
開
と
特
質
を
解
明
し
た
。
本
改
革
を
主
導
し
た
財
用
奉
行
木
山
方
( 財
政
部
局
林
政
担
当
) は
木
山
掛
奉
行
を
長
官
と
し
、
次
官
で
あ
る
木
山
方
吟
味
役
の
下
に
林
取
立
役
や
同
加
勢
、
御
山
守
な
ど
が
編
成
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
森
林
資
源
の
「
伐
尽
」
が
誘
発
す
る
事
象
を
多
角
的
に
捉
え
、
改
革
目
的
と
し
て
「
山
林
取
立
」
を
標
榜
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
山
林
取
立
」
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
主
に
( ア
) 森
林
資
源
の
実
態
調
査
と
記
録
の
整
備
、
( イ
) 山
林
の
取
り
締
ま
り
、
( ウ
) 植
林
の
奨
励
、
( エ
) 利
用
方
法
の
改
善
と
統
制
の
四
点
を
強
調
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
務
を
主
に
遂
行
し
た
の
は
、
林
取
立
役
や
同
加
勢
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
世
紀
の
林
政
改
革
に
お
け
る
改
革
内
容
の
立
案
で
は
、
木
山
方
吟
味
役
に
よ
る
献
策
が
重
要
な
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
木
山
方
の
長
官
で
あ
る
木
山
掛
奉
行
は
、
木
山
方
吟
味
役
や
林
取
立
役
ら
の
報
告
・
献
策
を
吟
味
・
総
合
し
、
そ
れ
ら
を
実
際
の
政
策
と
し
て
還
元
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
林
政
機
構
木
山
方
の
整
備
は
、
一
九
世
紀
の
林
政
改
革
を
論
じ
る
上
で
特
に
重
要
で
あ
る
。
一
七
～
一
八
世
紀
に
お
け
る
領
内
林
政
は
、
個
別
に
担
当
部
局
が
置
か
れ
て
ぞ
れ
ぞ
れ
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展
開
し
て
お
り
、
寛
政
期
に
は
郡
奉
行
に
よ
る
統
一
的
把
握
が
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
は
文
化
二
年
に
林
政
改
革
が
開
始
さ
れ
た
当
初
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
同
七
年
か
ら
は
木
山
方
に
よ
る
領
内
林
政
の
掌
握
が
進
め
ら
れ
、
天
保
二
年
( 一
八
三
一
) に
は
領
内
林
政
が
木
山
方
の
下
に
統
一
的
に
把
握
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
藩
は
久
保
田
の
木
山
方
を
中
心
に
、
能
代
木
山
役
所
や
銅
山
木
山
役
所
、
御
材
木
場
を
編
成
し
、
合
理
的
な
林
政
機
構
を
整
備
し
た
。
こ
う
し
て
、
領
内
林
政
を
木
山
方
の
下
で
統
一
的
に
把
握
し
つ
つ
も
、
森
林
資
源
利
用
の
地
域
性
に
合
わ
せ
た
林
政
を
柔
軟
に
実
施
し
得
る
体
制
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
森
林
資
源
は
農
作
物
と
異
な
っ
て
、
そ
の
経
営
に
は
超
長
期
的
な
視
野
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
農
政
の
見
地
か
ら
で
は
林
政
を
充
分
に
遂
行
し
え
ず
、
文
化
期
に
は
超
長
期
的
視
野
か
ら
森
林
資
源
を
経
営
す
る
専
門
機
構
の
木
山
方
が
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
半
の
第
四
・
五
章
は
、
重
要
な
藩
営
林
で
あ
っ
た
( ア
) 能
代
木
山
と
( イ
) 銅
山
掛
山
を
取
り
上
げ
て
、
第
三
章
で
検
討
し
た
一
九
世
紀
林
政
改
革
を
さ
ら
に
追
究
し
た
部
分
で
あ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
②
森
林
資
源
の
保
護
・
育
成
技
術
と
、
③
林
政
機
構
や
人
材
に
着
目
し
た
。
ま
ず
、
第
四
章
「
一
九
世
紀
能
代
木
山
の
林
政
機
構
再
編
と
資
源
管
理
」
で
は
、
木
山
方
に
よ
る
能
代
木
山
の
林
政
機
構
再
編
過
程
と
、
用
材
林
の
保
護
・
育
成
技
術
を
解
明
し
た
。
杉
が
豊
富
で
材
木
・
小
羽
の
主
要
産
地
で
あ
っ
た
能
代
木
山
の
林
政
は
、
江
戸
初
期
以
来
長
期
に
わ
た
っ
て
、
能
代
に
置
か
れ
た
能
代
奉
行
と
、
そ
の
下
に
編
成
さ
れ
た
能
代
下
代
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
藩
中
枢
は
能
代
木
山
に
お
け
る
旧
来
の
林
政
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
改
革
の
前
提
と
し
て
木
山
方
吟
味
役
を
調
査
に
派
遣
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
木
山
方
吟
味
役
の
報
告
と
、
そ
れ
に
付
さ
れ
た
献
策
を
踏
ま
え
た
改
革
案
( 能
代
木
山
役
所
の
設
置
な
ど
)
が
木
山
掛
奉
行
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
、
家
老
に
上
申
の
上
、
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
木
山
方
吟
味
役
に
よ
る
能
代
木
山
の
調
査
と
改
革
案
の
提
出
は
、
木
山
掛
奉
行
を
頂
点
と
す
る
木
山
方
が
能
代
木
山
の
林
政
を
掌
握
し
、
改
革
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
木
山
掛
奉
行
の
介
川
東
馬
は
、
自
ら
能
代
木
山
を
は
じ
め
と
す
る
下
筋
の
山
々
を
実
地
踏
査
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
木
山
方
に
よ
る
能
代
木
山
の
掌
握
と
林
政
機
構
の
整
備
は
、
旧
来
の
林
政
や
森
林
資
源
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
能
代
木
山
に
お
け
る
林
政
機
構
の
整
備
過
程
で
は
、
能
代
木
山
役
所
と
と
も
に
大
館
御
材
木
場
の
設
置
も
重
要
で
あ
っ
た
。
大
館
御
材
木
場
は
、
大
館
町
や
周
辺
村
々
に
対
し
て
材
木
や
小
羽
を
払
い
下
げ
、
彼
ら
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
で
「
徒
」
を
抑
止
し
、
ひ
い
て
は
能
代
木
山
を
保
護
・
育
成
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
用
材
林
の
保
護
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
番
山
繰
計
画
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
最
低
限
の
大
径
木
を
山
子
に
選
択
・
伐
採
さ
せ
、
若
木
を
保
護
・
育
成
す
る
こ
と
が
徹
底
さ
れ
た
。
第
五
章
「
一
九
世
紀
銅
山
掛
山
の
持
続
的
利
用
政
策
と
そ
の
技
術
」
で
は
、
銅
山
掛
山
に
お
け
る
森
林
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資
源
の
持
続
的
利
用
政
策
と
、
そ
れ
を
支
え
た
技
術
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
宝
暦
期
に
創
出
さ
れ
た
銅
山
掛
山
の
番
山
繰
は
、
そ
の
後
、
阿
仁
銅
山
の
出
銅
量
急
増
に
よ
る
森
林
資
源
の
大
量
消
費
な
ど
を
契
機
に
適
宜
再
編
さ
れ
た
。
銅
山
掛
山
の
木
山
方
に
よ
る
掌
握
を
経
て
、
天
保
一
二
年
に
開
始
さ
れ
た
炭
木
山
番
山
繰
の
再
編
で
は
、
藩
は
実
地
踏
査
に
よ
っ
て
森
林
資
源
の
状
況
を
製
炭
可
能
量
に
換
算
し
て
詳
細
に
把
握
し
た
。
近
年
の
製
炭
に
よ
っ
て
森
林
資
源
が
充
分
に
生
育
し
て
い
な
い
山
に
つ
い
て
は
、
そ
の
回
復
に
要
す
る
期
間
と
、
回
復
後
に
生
産
可
能
な
炭
量
が
見
込
ま
れ
た
。
本
調
査
に
基
づ
き
、
同
一
四
年
に
は
雑
木
の
蓄
積
量
と
回
復
を
考
慮
し
て
、
阿
仁
銅
山
に
炭
を
三
〇
年
安
定
供
給
す
る
緻
密
な
計
画
が
立
案
さ
れ
た
。
こ
の
番
山
繰
で
は
、
全
て
の
炭
木
山
が
番
山
繰
の
計
画
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
予
定
通
り
の
製
炭
が
で
き
な
い
場
合
に
備
え
た
予
備
の
山
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
青
木
( 針
葉
樹
) や
粗
悪
な
雑
木
を
伐
採
し
、
製
炭
に
適
し
た
優
良
な
雑
木
を
育
成
す
る
こ
と
も
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
森
林
資
源
を
浪
費
し
な
い
よ
う
、
川
下
げ
仕
法
の
改
良
や
「
台
切
」
と
呼
ば
れ
る
鋸
の
導
入
も
進
め
ら
れ
た
。
終
章
で
は
、
以
上
の
内
容
を
総
括
し
て
、
特
に
一
八
世
紀
後
期
～
一
九
世
紀
中
期
に
お
け
る
林
政
の
特
質
を
考
察
し
た
。
今
後
は
、
藩
の
林
政
に
対
す
る
村
方
の
動
向
や
、
近
代
へ
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
